
名などのほか、県の独自性や個性を示したもの、最近全
国的に話題になったものなど多岐にわたる。

地理的視点から語った千葉県の魅力が満載！

　この本の基になっている新聞連載の企画は、1960 年
に創立された千葉地理学会により、2012 年ごろから準
備された。本学会は、地理や千葉に関心を持つ小学校
から大学までの教員のほか、他の職業の方なども含む
100 名ほどの会員から成る。地理について一般の方に
も関心を持ってもらい、広めていこうと考えていたとこ
ろ、当時会員だった石毛一郎現会長が NIE ※などの活動
を通じて知り合った千葉日報社の編集局長（後に社長。
現相談役）より、趣旨に賛同を得たことがきっかけとなっ
た。そして、当時の学会事務局長の佐瀬一生前会長も交
えて、千葉日報社と話し合った結果、企画が実現した。
　そのコンセプトは、①千葉県の多くの魅力を、地理的
視点からおもしろく紹介する。②中学生を想定しつつ、
一般の大人も興味を持っておもしろさを感じながら読め
る「地理入門」レベルの内容とする。③読者が「現地に行っ
てみよう」「もっと調べてみよう」と思えるような余韻の
ある記事にする、である。これらをベースに、書籍は１テー
マを見開き２ページに収めた、一話完結型として、どの
ページからでも読めるように構成されている。また、カ

ラー写真や図表、地図を示して分かりや
すく、親しみが持てるようになっている。
　「千葉の地層 10 選」「交通面から見た
半島性」「千葉大学ってどんな大学？」「稲
毛八景」「温泉と船橋ヘルスセンター」「伊
能忠敬の全国測量」（ 図１  ）「千葉県ゆ
かりの童謡」「チバニアン」など、テー
マや地域は多岐にわたっている。
※ NIE：Newspaper in Education の略で、「教育に新聞を」と訳
される。新聞を教材として活用しようという活動。

『おもしろ半島ちば』とは？

　千葉地理学会が、千葉日報に連
載した記事をまとめた『地理から
学ぼう ちばの魅力 おもしろ半島
ちば』は、第１巻（2017 年 11 月）、
第２巻（2020 年２月）に続き、
2024 年５月に最終巻となる第３
巻が発刊された。新聞連載は千葉
地理学会の会員が執筆し、原則毎
週水曜日の地方版（千葉市、県東、
県南、県西）で 2013 年４月から 2023 年５月まで 10
年にわたり、県全体や県内各地の地理的事象をテーマに、
403 回の連載を数えた。第１、２巻は各 120 編、第３巻
では 149 編で、県全体と５つの地域ごとに紹介している。
　第３巻の第１章は、千葉県全体の特色や魅力として
32 のテーマを取り上げ、第２章「県都千葉市」、第３章「京
葉・東葛」、第４章「北総（印旛・香取・海匝）」、第５
章「東上総（山武・長生・夷隅）」、第６章「南房総（安
房）・内房（君津・市原）」から構成されている。第２章
以降の各章も 16 ～ 30 テーマを取り上げ、さらに各章
の最終ページには、出版にあたり書き下ろしたコラムを
設け、その地域（第１章は県全体）の特色をまとめてい
る。取り上げたテーマは、自然や産業、文化、歴史、地

千葉地理学会著
『おもしろ半島ちば３』

図１  『おもしろ半島ちば３』より「427 伊能忠敬の全国測量 約４万キロ歩き地図完成」

『おもしろ半島ちば』シリーズ完結！
千葉県の地理・地域を紹介した新聞連載の最終第３巻発刊
千葉地理学会　千葉市立千葉高等学校　関 信夫

｜｜注目
活動紹介｜｜

『おもしろ半島ちば３』　ご購入方法
一般書店では取り扱っていないため、
入手希望の方は、注文用アドレス
omoshirochiba3@gmail.com まで
ご連絡ください。定価 1,650 円（税込）
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